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小学部 算数科 学習指導案      

日 時：令和６年７月１０日（水） 

１０：４０～１１：２５ 

場 所：小学部棟 プレイルーム 

対 象：Ｄグループ ４名 

授業者：中島 拓也    

 

１ 題材名  『附特マーケット』で、注文に応じて乗法や除法で計算したり、商品の長さを測ったりして、商品

をそろえたり、在庫を管理したりしよう 

 

２ 児童の実態 

児童の実態 

 

 

 

Ⅾ 

【一般的な実態】 ＣＡ：９ 

・得点を競う遊びの中で、加法で立式して計算し、合計点を出す。 

【指導方法に関わる実態】 

・できるようになった課題でも、内容の異なる課題を織り交ぜて出題すると、間違うことがある。 

・仕方や手順を簡潔な言葉で順を追って説明すると、一連の活動に取り組む。 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

・課題が変わると、「手伝ってください」などと教師に言うことがある。 

・友だちと話し合い、役割を分担して課題に取り組む。 

【本題材に関する実態】 

＜知識及び技能＞ 

・繰り上がりのある加法(和が 19以下)と繰り下がりのある減法(被減数が 20以下)の文章題を読んで立

式し、正しい答えを求めることができる。 

・クッキーを２個ずつ置いた皿を５枚提示し、クッキーが２個ずつ乗っている皿の枚数を問うと「５枚」

と答え、クッキーの総数を問うと「10(個)」と答えることができる。 

・九九の式がランダムに出題されたプリントを提示して答えを書くように伝えると、正しい答えを書く。 

・クッキーが３個ずつ乗った皿が４枚あるイラストを提示し、クッキーの総数を求めるための式を書く

ことを伝えると、『６+６＝12、12÷４＝』と書く。 

・10個のクッキーと６枚の皿の中から、２×３や５×２の式を提示し、クッキーと皿で式の意味を表す

ように伝えると、２枚の皿を取った後、一方の皿に２（５）個のクッキーを、もう一方の皿に３(２)個

のクッキーを置く。 

 

 

 

Ｈ 

【一般的な実態】 ＣＡ：11 

・休み時間に四則計算の計算アプリを操作する。 

【指導方法に関わる実態】 

・仕方や手順を視覚的に示して繰り返し取り組むと、最後まで活動に取り組むようになる。 

・教師の問い方や課題の提示の仕方が変わると、「来てください」などと教師を呼んだり、手が止まった

りすることがある。 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

・誤答をしても、正答するまで取り組む。 

【本題材に関する実態】 

＜知識及び技能＞ 

・定規やものさしで●ｍｍ、▲ｃｍ、■ｃｍ◆ｍｍの長さを測って書き表すことができる。 

・●▲ｍｍの長さを●ｃｍ▲ｍｍに換算して書き表すことができる。 

・●ｃｍ▲ｍｍの長さを●▲ｍｍに換算して書き表すことができる。 

・１ｍが何ｃｍか問うと、「10ｃｍ」と表記し、11ｍが何ｃｍか問うと、「わかりません」と答える。 

・加法と減法、乗法の文章題を読んで立式し、正しい答えを求めることができる。 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

・100ｃｍ、100ｍｍ、100ｍのうち、最も長いものを選んで答えるように伝えると、「100ｃｍ」と答える。 
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３ 題材目標 

児童 題材目標 学習指導要領の扱う内容 

 

Ⅾ 

知 

『附特マーケット』で、注文に応じて商品をそ

ろえる時、乗法の式が表す意味や被乗数の数量

と乗数の数量との関係がわかり、注文票を読み

“●個ずつ×いくつ分＝”と立式し、商品の総

数を求める 

小学校 第２学年 

Ａ 数と計算 

【知識及び技能】 

（３）乗法 

ア（ア）乗法の意味について理解し、それが用いら

れる場合について知ること。 

ア（イ）乗法が用いられる場面を式に表したり、式

を読み取ったりすること。 

【思考力・判断力・表現力等】 

イ（ア）数量の関係に着目し、計算の意味や計算の

仕方を考えたり計算に関して成り立つ性

質を見いだしたりするとともに、その性質

を活用して、計算を工夫したり計算の確か

めをしたりすること。 

【学びに向かう力・人間性等】 

数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理し

たことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

思 

注文票の内容に応じて商品の総数を求める時、

商品一つ分に含まれる数量を考え、用いる式を

判断し、商品が同じ数量でまとまっているとき

は乗法で立式し、商品が異なる数量でまとまっ

ているときは加法で立式し、答えを求める 

学 

注文票の内容に応じて立式し、答えを求める課

題に繰り返し正しく取り組む 

 

Ｈ 
知 

『附特マーケット』で、在庫の商品の長さを調

べる時、単位が表す長さがわかり、ｃｍ表記の

計器を使って商品の長さを測り、●ｍ▲■ｃｍ

と書き表す 

小学校 第２学年 

Ｃ 測定 

【知識及び技能】 

ア（ア）長さの単位（ミリメートル（ｍｍ）、セン

チメートルｃｍ）、メートル（ｍ））及びか

さの単位（ｍⅬ）、デシリットル（ｄⅬ）、

リットル（Ⅼ）について知り、測定の意味

を理解すること。 

【思考力・判断力・表現力等】 

イ（イ）身の回りのものの特徴に着目し、目的に応

じた単位で量の大きさを的確に表現した

り、比べたりすること。 

【学びに向かう力・人間性等】 

数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理し

たことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

思 

目的に応じて商品の長さを調べる時、求める長

さについて考え、用いる式と単位を判断し、在

庫品の元の長さと切り取る長さの単位をそろえ

て減法で立式し、在庫品の残りの長さを書き表

したり、乗法で立式し、商品の全長に応じた単

位を用いて長さを書き表したりする 

学 

目的に応じて商品の長さを調べる課題に繰り返

し正しく取り組む 

 

４ 題材計画  ※資料末尾にＡ３別紙で記載 

 

５ 本時案（全８時間の３時間目） 

（１）題目  『附特マーケット』で、注文の内容に応じて乗法や除法で立式して商品の総数や一人あたりの個数

を求めたり、在庫の商品の長さを測って書き表したりして、商品をそろえたり、在庫を管理したり

しよう 

  



- 3 - 

 

（２）本時のめあてと評価規準 

児童 観点別の本時のめあて 評価規準 

 

Ｄ 知 

『附特マーケット』で、注文に応じて商品をそろえる時、乗法の式

が表す意味がわかり、注文票を読み、“●個ずつ×いくつ分＝”と立

式した後、具体物を操作して商品の総数を求める 

「２．展開」場面で扱う

６問中３～６問目の４問

を支援なしで正答する 

思 

注文票の内容に応じて商品の総数を求める時、商品一つ分に含まれる

数量を考え、用いる式を判断し、商品が同じ数量でまとまっていると

きは乗法で立式し、具体物を操作して答えを求め、商品が異なる数量

でまとまっているときは加法で立式して答えを求める 

「３．発展」場面で扱う

６問中３～６問目の４問

を支援なしで正答する 

学 Ａ３資料「４ 題材計画」に記述した具体的な姿が見られたかどうかで題材終了後に評価を行う 

 

Ｈ 知 

『附特マーケット』で、在庫の商品の長さを調べる時、単位が表す

長さがわかり、ｃｍ表記の計器を使って商品の長さを測り、●ｍ▲

■ｃｍと書き表す 

「２．展開」場面で扱う10

問中６～10 問目の５問を

支援なしで正答する 

思 

●ｍ以上の商品や▲■ｃｍの商品の長さを調べる時、商品の長さに応

じた単位を考え、単位に応じた計器を判断し、●ｍ以上の商品はｍ表

記の計器を、▲■ｃｍの商品はｃｍ表記の計器を使って測り、商品の

長さを書き表す 

「３．発展」場面で扱う10

問中６～10 問目の５問を

支援なしで正答する 

学 Ａ３資料「４ 題材計画」に記述した具体的な姿が見られたかどうかで題材終了後に評価を行う 

 

（３）場面設定と準備物 

場面設定 

 

 

意図と工夫点 

 課題に取り組んだ結果が関連づきやすくしたり、友だち同士で対話的

に学習を進めたりすることができるように、教室の後方に設置した商品

仕分け台でそれぞれの課題に取り組むようにした。その際、Ｄが総数を

確認した商品を友だちが袋や皿に仕分けるように、間に空き机を設置し

た。また、Ｈは●ｍの商品を測りやすくするために、商品仕分け台の半

分の範囲を使うようにする。 

準備物 

 

 

 

教具名：かける君(Ｄ) 

意図と用途 

 乗法の式が表す意味を理解するこ

とができるように、注文票を読み、被

乗数や乗数を乗法の式に書き入れて

立式したり、具体物を操作した後に

答えを記入したりするために使用す

る。 

教具名： かける君スーパー(Ｄ) 

意図と用途 

 被乗数の数量と乗数の数量の

関係を理解することができるよ

うに、それらの量と関係を視覚的

に示したシート。乗法で立式した

後に答えを求めるときや答えの

正誤を判断するときに提示する。 

教具名：商品 

意図と用途 

 附特マーケットで販売する商品。

計算や測定をする必要性をもつこ

とができるように、注文票の内容に

応じてそろえたり、長さを測ったり

して使用する。 
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教具名：単位換算表(Ｈ) 

意図と用途 

 単位が表す長さを理解できるよう

に、ｍと既習事項であるｍｍやｃｍ

の単位も含めて一覧で示したもの。

単位が表す長さを確かめたり、単位

を換算したりする際に使用する。 

教具名：メートルはかり板(Ｈ) 

意図と用途 

ｃｍ表記の１ｍと２ｍの長さ

の計器。●ｍ以上の商品の長さを

測り、単位を換算して書き表すこ

とができるように、●ｍ以上の商

品の長さを測る際に使用する。 

教具名：ｃｍ表記の定規とｍ表記の

定規(Ｈ) 

意図と用途 

 ｃｍ表記の１ｍ未満の長さの定

規とｃｍ、ｍどちらの表記もある１

ｍの長さの定規。ｃｍ表記の定規は

●ｍ▲■ｃｍの長さの商品の▲■

ｃｍの部分の長さを測るために、メ

ートルはかり板と合わせて使用し、

ｍ表記の定規は、ｃｍとｍの長さの

関係を確かめたりするために、メー

トルはかり板と合わせて使用する。 

 

（４）展開  ※資料末尾にＡ３別紙で記載 
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４ 題材計画 

児童  一次 二次 三次 

時数 １ ２ ３(本時) ４ ５ ６ ７ ８ 

 

Ｄ 

知識 

・ 

技能 

場面 注 文 に

応 じ て

立 式 や

計 算 を

して、商

品 を そ

ろ え る

活 動 に

興味・関

心 や 見

通 し を

もち、本

題 材 の

課 題 を

知る 

『附特マーケット』で、注文に応じて商品をそろえる時  

わかる 

こと 

乗法の式が表す意味 被乗数の数量と乗数の数量との関係 

に目を向け がわかり に目を向け がわかり 

できた姿 

注文票を読み、「かけ

る君」を使って“●

個ずつ×いくつ分

＝”と立式した後、

具体物を操作して商

品の総数を求める 

注文票を読み、“●個ずつ×いくつ分＝”と立式した後、

具体物を操作して商品の総数を求める 

注文票を読み、「かける君スーパー」や具

体物を使って“●個ずつ×いくつ分＝”

と立式し、商品の総数を求める 

注文票を読み、“●個ずつ×い

くつ分＝”と立式し、商品の総

数を求める 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

具体的 

状況 

 注文票の内容に応じて商品の総数を求める時  注文票の内容に応じて商品の総数を求める時 

表出像 

商品一つ分に含まれる数量を考え、用いる式を判断し、

商品が同じ数量でまとまっているときは乗法で立式し、

具体物を操作して答えを求め、商品が異なる数量でまと

まっているときは加法で立式して答えを求める 

商品一つ分に含まれる数量を考え、用いる式を判断し、商品が同じ数量でまとま

っているときは乗法で立式し、商品が異なる数量でまとまっているときは加法で

立式し、答えを求める 

主体的な

姿 

粘り強さ 

 

 

学習調整 

               ☐不正解のときに、立式し直したり、計算し直したりする展 発                                              

                                          ☐立式や計算の仕方について友だちと話し合う展 発 

               ☐自分が解いた課題について、どのように計算したか説明する終                    ☐注文票の内容に応じて立式し、答えを求める課題に繰り返し正しく取り組む 

                                                                                          展 発 

 

Ｈ 知識 

・ 

技能 

場面 

商 品 の

長 さ を

図 っ て

書 き 表

す 活 動

に興味・

関 心 や

意 欲 を

もち、本

題 材 の

課 題 を

知る 

『附特マーケット』で在庫の商品の長さを調べる時  

わかる 

こと 

単位が表す長さ 

に目を向け がわかり 

できた姿 

計器を使って商品の

長さを測り、●ｍと

書き表す 

ｃｍ表記の計器を使って商品の長さを測り、●ｍ▲■ｃ

ｍと書き表す 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

具体的 

状況 

 ●ｍ以上の商品や▲■ｃｍの商品の長さを調べる時 注文に応じた長さで切り取った後の在

庫品の残りの長さを調べる時 

一つの商品の複数個分の長さ

を求める時 

目的に応じて商品の長さを調べる時 

表出像 

商品の長さに応じた単位を考え、単位に応じた計器を判

断し、●ｍ以上の商品はｍ表記の計器を、▲■ｃｍの商

品はｃｍ表記の計器を使って測り、商品の長さを書き表

す 

切り取る長さについて考え、用いる式と

単位を判断し、在庫品の元の長さと切り

取る長さの単位をそろえて減法で立式

し、在庫品の残りの長さを書き表す 

用いる式を考え、商品の全長か

ら用いる単位を判断し、乗法で

立式し、商品の全長に応じた単

位を用いて長さを書き表す 

求める長さについて考え、用いる式と単位を

判断し、在庫品の元の長さと切り取る長さの

単位をそろえて減法で立式し、在庫品の残り

の長さを書き表したり、乗法で立式し、商品の

全長に応じた単位を用いて長さを書き表した

りする 

主体的な
姿 

粘り強さ 
 
 

学習調整 

     ☐不正解のときに、長さを測り直したり、単位を確かめたりする展 発                  

☐教師や友だちの前で、学習した内容を発表する終 

                                                                            ☐目的に応じて商品の長さを調べる課題に 

繰り返し正しく取り組む展 発 

※「学びに向かう力・人間性等」については、「主体的に学習に取り組む態度」の項目で観点別学習状況の評価のみを記載する。個人内評価をする部分については、授業の振り返りや個別の教育支援計画等で実施し、今後に反映することとする 
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（５）展開 

学習活動 教師の意図と働きかけ 

Ｄ Ｈ 

１．本時の活動と

めあてを知

る。導 

○本時の活動に見通しをもち、めあてがわかるように、活動の流れと本時のめあてを掲示し、注文に応じて商品をそろえたり、在庫の商品の長さを調べたりする活動に取り組むことを知らせる。 

○注文の内容に応じて計算したり、長さを測ったりすることに意欲をもつことができるように、注文者を紹介したり、実績に応じて星のマークが増えていく社員証を配ったりする。 

 

 

２．注文票を読ん

で立式し、具

体物を操作

したり、商品

の長さを測

って書き表

したりする。

展 

 

 

○乗法で立式ができるように、“５個入りのりんごを３パックください”などの商品一つあたりの数量といくつ

分かが表記された注文票を提示し、注文の内容に応じて商品の総数をそろえることを伝えて様子を見る。“●

個ずつ×いくつ分”で、商品の総数を求めるための立式ができた場合には、一つあたりの数量が同じ商品の総

数を求めるための式を立てることができたことを認め、式の数字と具体物を指し示しながら、式が表す意味を

確かめた後、具体物を操作して答えを求めることを伝える。 

・加法で立式する場合には、加法と乗法との違いがわかるように、かける君を提示して商品一つあたりの数量に

ついて問い、再度立式するように伝える。 

 

〇●▲■ｃｍなどの１ｍ以上の商品の長さをメートルはかり板で測り、ｍとｃｍの単位を使い分けて書き表せ

るように、商品の長さを測るように伝えて様子を見る。商品の長さを測り、在庫管理票に●ｍ▲■ｃｍと書き

表すことができた場合には、商品の長さに応じた単位を用いて表せたことを認め、ｍ表記の計器とメートルは

かり板との長さを比較し、ｍが表す長さを意味づける。 

・●▲ｍ■ｃｍや●▲■ｍなどと書き表す場合には、書き表した数値や単位が表す長さと測った商品の長さが

違うことに気づくように、単位換算表とｍ表記の計器やメートルはかり板を提示し、書き表した数値や単位が

表す長さを確かめるように伝える。 

 

〇不正解のときに、立式し直したり、計算し直したりすることができるように、誤答をしたタイミングで様子を見る。自分で課題をやり直し始めた場合には、課題に正答するまで取り組んでいることを認め、そのよさを知ら

せる。 

☐不正解のときに、立式し直したり、計算し直したりしているか（粘）                   ☐不正解のときに、長さを測り直したり、単位を確かめたりしているか（粘） 

 

３．注文票の内容

に応じて立

式して商品

の総数を求

めたり、商品

の長さに応

じた計器を

使って長さ

を測って書

き表したり

する。発 

 

○注文票の内容に応じて用いる式を判断できるように、“３個入りのももを５袋ください”や“４個入りと６

個入りと５個入りのみかんをください”などの注文票を提示し、様子を見る。一つあたりの数量が同じ商品

の総数を求める場合は乗法で、一つあたりの数量が異なる商品の総数を求める場合は加法で立式できた場合

には、一つあたりの商品の数量に応じて立式できたことを認め、具体物を使って答えを求めるように伝える

とともに、乗法を用いるよさを意味づける。 

・一つあたりの数量が異なる商品の総数を求める注文に対して、乗法で立式する場合には、用いる式の違いに気

づくように、商品一つあたりの数量について問う。 

☐不正解のときに、立式し直したり、計算し直したりしているか（粘） 

〇●ｍ以上や▲■ｃｍなどの長さに応じた計器を用いて商品の長さを調べることができるように、商品とその

長さを提示して様子を見る。●ｍ以上の商品にはｍ表記の計器を、▲■ｃｍの商品にはｃｍ表記の計器を選

んで測り、商品の長さを正しく書き表すことができた場合には、単位が表す長さに応じて計器を選んだこと

を認め、長さに応じて計器を使い分けるよさを意味づける。 

・ｍ以上の商品をｃｍ表記の計器で測った場合には、長さに応じて計器を使い分けるよさがわかるように、 

ｃｍ表記の計器で長さを測った後にｍ表記の計器で長さを測るように伝え、測りやすさの違いを問う。 

☐不正解のときに、長さを測り直したり、単位を確かめたりしているか（粘） 

 

４．本時の成果を

振り返り、次

時への意欲

をもつ。終 

○本時で学習したことを振り返ることができるように、自分が解いた課題について、どのように計算したか説明したり、教師や友だちの前で学習した内容を発表したりすることを知らせる。めあてに関わる内容の説明や発

表ができた場合には、本時の課題を理解して取り組むことができたことを認め、そのよさを知らせる。 

〇次時の学習に見通しや意欲をもつことができるように、次時の学習活動を伝え、本時を終える。 

☐自分が解いた課題について、どのように計算したか説明しているか（振） ☐教師や友達の前で、学習した内容を発表しているか（振） 

 


